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②

が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

管
理
棟
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
管
理
棟
に
は
な
か
っ
た
更
衣

室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
、
空
調
設
備
を
完
備
し
、

2
階
に
は
屋
根
付
き
の
観
覧
席
を
設
置
し

ま
す
。ま
た
、令
和
7
年
度
か
ら
は
、ト
ラ
ッ

ク
及
び
フ
ィ
ー
ル
ド
の
全
天
候
化
、
ナ
イ

タ
ー
照
明
設
備
の
整
備
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
等
も

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
安

全
・
安
心
・
快
適
に
施
設
を
利
用
し
、
様
々

な
世
代
が
集
う
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
に

な
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
7
年
か
ら
は
西
之
表
港
洲

之
崎
地
区
に
お
い
て
、
耐
震
強
化
岸
壁
の

整
備
に
向
け
た
、
泊
地
の
浚
渫
及
び
護
岸

の
築
造
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

西
之
表
港
で
取
り
扱
う
貨
物
の
増
加
に
対

応
す
る
こ
と
と
、
大
規
模
地
震
発
生
時
の

防
災
拠
点
と
し
て
、
緊
急
物
資
の
速
や
か

な
海
上
輸
送
等
が
可
能
と
な
る
輸
送
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
種
子
島

の
み
な
ら
ず
、
大
隅
諸
島
を
は
じ
め
と
す

る
島
々
が
被
災
し
た
際
の
物
資
輸
送
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
第
55

回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
」
に
お
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
、
大
変
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
で
は
、
本
市

消
防
団
代
表
の
榕
城
分
団
が
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
と
ポ
ン
プ
車
の
部
の
両
部
門
で
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
本
市
消
防
団
に
よ
る

両
部
門
で
の
優
勝
は
、
平
成
12
年
の
大
会

以
来
、
24
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

県
操
法
大
会
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
残
念

な
が
ら
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

後
の
更
な
る
活
躍
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
各
産
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
物

価
高
騰
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
様
々
な
支
援
策

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
基
幹
作
物
で
あ
る

さ
つ
ま
い
も
に
つ
い
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基

腐
病
の
被
害
が
若
干
あ
り
ま
し
た
が
、
各

農
家
に
よ
る
育
苗
期
か
ら
の
防
除
対
策
が

功
を
奏
し
、
年
々
発
生
が
少
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
畜
産
に
つ
い
て
は
、
飼
料
代

等
の
高
騰
に
よ
る
経
営
コ
ス
ト
の
増
加
と

市
場
価
格
の
低
迷
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
水
産

は
も
ち
ろ
ん
、
商
工
業
や
観
光
業
に
お
い

て
も
、
物
価
高
騰
や
世
界
情
勢
の
多
大
な

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市

政
運
営
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
が
引
き
下
げ
ら
れ
て

か
ら
1
年
以
上
が
経
ち
、
本
市
に
お
い
て

も
、
各
分
野
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
日
常
が
あ
る
の
も
、
感
染
拡
大
防
止
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
、
そ
し

て
現
場
で
奮
闘
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
お

か
げ
で
あ
る
こ
と
を
か
み
し
め
、
改
め
て
、

感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
10
月
に
は
、
市
民
体
育
祭
を

5
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
各
校
区
を
代
表
す
る
選
手
た
ち
が
集

い
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
応
援
に
訪
れ
、

久
し
ぶ
り
の
秋
の
風
物
詩
は
大
変
盛
り
上

年
末
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
表
市
長　

八
板　

俊
輔

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
・

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、
各
分
野
で

回
復
に
転
じ
る
よ
う
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
さ
ら
な
る
支
援
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
が
土
地

売
買
に
関
し
地
権
者
と
一
定
の
合
意
に
達

し
て
か
ら
5
年
と
な
り
ま
し
た
。
め
ざ
す

基
地
の
完
成
は
、
工
期
の
大
幅
延
長
に
よ

り
5
年
余
り
先
の
令
和
12
年
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
私
は
、
現
実
の
動
き
に
対
し
、

そ
の
都
度
、
最
善
の
選
択
を
求
め
、
対
応

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
社
会
の
未
来

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の
は
、
こ
こ
に
暮

ら
す
私
た
ち
の
意
思
と
行
動
で
す
。
市
民

の
皆
様
の
不
安
や
期
待
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
引
き
続
き
、
市
民
の
安
心

安
全
と
市
の
発
展
に
責
任
を
有
す
る
立
場

と
し
て
、
市
長
と
し
て
の
責
務
を
全
う
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
新
た
な
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
本
市
が
直
面
す
る
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
努
力
を
続

け
て
い
く
決
意
で
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市政の窓 2025.1 月号



③

【総合成績】
総合順位 地 区 記 録 備　考
1位 榕城下方 48分 26秒
2位 下西A 49分 49秒
3位 榕城上方 50分 31秒
4位 国上A 50分 33秒
5位 伊関 51分 59秒 躍進賞
6位 住吉A 52分 06秒
7位 下西 B 54分 08秒
8位 古田 55分 05秒
9位 住吉 B 55分 06秒
10位 現和 赤 56分 36秒
11位 国上 B 57 分 12秒
12位 安納 57分 28秒
13位 上西 58分 26秒
14位 現和 白 59分 21秒

【区間賞】　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
区間 走者 距離 地区 氏名 記 録
1区 小学男子 1.1 ㎞ 榕城下方 神宮司　愛斗 3分 56秒
2区 小学４年生以下 0.7 ㎞ 下西A 古元　悠晴 2分 28秒
3区 中・高・一般男子 2.0 ㎞ 国上A 森田　容企 6分 15秒
4区 中・高・一般女子 1.0 ㎞ 榕城下方 立本　玲夏 3分 46秒

5区 小学女子 1.0 ㎞ 榕城上方 梅本　楓 3分 13秒榕城下方 仁禮　翼紗
6区 40歳以上男子 1.7 ㎞ 国上A 森田　雅士 5分 06秒
7区 中・高・一般女子 1.1 ㎞ 榕城上方 市之瀬　優愛 3分 42秒
8区 中・高・一般男子 2.3 ㎞ 榕城下方 榎本　宇宙 6分 41秒
9区 一般男子 1.9 ㎞ 下西A 内田　智弘 6分 13秒

10区 中学男子 1.6 ㎞ 榕城下方 柳　大稀 5分 47秒下西A 榎本　暖

11
月
17
日
（
日
）、
第
53
回
西
之
表
市
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
、
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

伊
関
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
安
納
、
浅
川
（
折

返
し
）
を
走
り
、
現
和
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
入
口
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
、
10
区
間
14
・
４
㎞
の
コ
ー
ス
で

各
地
区
の
代
表
選
手
が
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

榕
城
下
方
・
下
西
A
・
国
上
A
の
３
チ
ー
ム
が

レ
ー
ス
を
引
っ
張
る
展
開
の
中
、
５
区
か
ら
ト
ッ

プ
を
譲
ら
な
か
っ
た
榕
城
下
方
が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
総
合
成
績
は
下
西
A
が
２
位
、
終
盤
に
か

け
て
追
い
上
げ
を
見
せ
た
榕
城
上
方
が
３
位
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
躍
進
賞
は
、
前
回
か
ら
２
分

近
く
タ
イ
ム
を
縮
め
た
、伊
関
が
獲
得
し
て
い
ま
す
。

熊
毛
地
区
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

榕城下方  連覇！榕城下方  連覇！

【西之表市 Aチーム】【西之表市 Aチーム】

～第 53回西之表市駅伝競走大会～～第 53回西之表市駅伝競走大会～

12
月
１
日
（
日
）、
第
54
回
熊
毛
地
区
市
町

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、
本
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
沿
道
に
は
多
く
の
方
が
応
援
に
訪
れ
、

各
地
区
の
代
表
選
手
は
声
援
を
背
に
、
自
分

の
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
２
チ
ー
ム
出
場
し
、
西
之
表

市
A
が
中
種
子
町
、
南
種
子
町
に
次
ぐ
３
位
、

西
之
表
市
B
が
５
位
と
な
り
ま
し
た
。
個
人

成
績
で
は
、
８
区
一
般
男
子
で
西
之
表
市
A

の
榎
本
宇お
お
ぞ
ら宙
さ
ん
が
区
間
賞
を
、
西
之
表
市

A
の
森
悠ゆ
う
ら羅
さ
ん
、
西
之
表
市
B
の
延
時
渚

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
敢
闘
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

【連覇を達成した榕城下方チーム】【連覇を達成した榕城下方チーム】

【西之表市 Bチーム】【西之表市 Bチーム】

市政の窓2025.1 月号



姉妹都市交流姉妹都市交流
「西之表市と伊佐市の友情を未来につなぐ」「西之表市と伊佐市の友情を未来につなぐ」

シンボルマークシンボルマーク

④

これからの世代へ紡いでいく絆これからの世代へ紡いでいく絆

　第二次世界大戦の空襲が激しくなった昭和 19 年夏。大都　第二次世界大戦の空襲が激しくなった昭和 19 年夏。大都
市の小学校児童を安全な地方へ一時移住させるために「学童市の小学校児童を安全な地方へ一時移住させるために「学童
疎開」は始まりました。県内での本格的な学童疎開は、沖縄疎開」は始まりました。県内での本格的な学童疎開は、沖縄
戦が始まり、次の上陸が必至と考えられた種子島や甑島など、戦が始まり、次の上陸が必至と考えられた種子島や甑島など、
離島の学童疎開でした。離島の学童疎開でした。
　本市と伊佐市（旧大口市・旧菱刈町）は、「学童疎開」とい　本市と伊佐市（旧大口市・旧菱刈町）は、「学童疎開」とい
う、つらく悲しい出来事で繋がります。親元を離れ、心細かっう、つらく悲しい出来事で繋がります。親元を離れ、心細かっ
たであろう本市の 2,838 名の疎開児童。自らが生きていくだたであろう本市の 2,838 名の疎開児童。自らが生きていくだ
けで精一杯の時代に、見ず知らずの子どもを受け入れた伊佐けで精一杯の時代に、見ず知らずの子どもを受け入れた伊佐
市の受入家庭。どちらの立場を思っても、胸が苦しくなります。市の受入家庭。どちらの立場を思っても、胸が苦しくなります。
　しかし、戦争・疎開という苦しい時代を共に生き抜いた絆は、　しかし、戦争・疎開という苦しい時代を共に生き抜いた絆は、
昭和 37年に「姉妹都市盟約締結」という実を結び、これまで昭和 37年に「姉妹都市盟約締結」という実を結び、これまで
62年の長きにわたり市民交流・行政交流として、友情を育ん62年の長きにわたり市民交流・行政交流として、友情を育ん
できました。（西之表市・伊佐市交流事業　戦後 70年学童疎できました。（西之表市・伊佐市交流事業　戦後 70年学童疎
開記念誌「つなぐ‐語り継ぎたい想い‐」一部抜粋）開記念誌「つなぐ‐語り継ぎたい想い‐」一部抜粋）

伊佐市・西之表市交流事業伊佐市・西之表市交流事業 ～グリーン・ツーリズム～～グリーン・ツーリズム～
　

1111
月
９
日
か
ら

月
９
日
か
ら
1111
日
ま
で
、
西
之
表
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

日
ま
で
、
西
之
表
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
の
会
員

ズ
ム
推
進
協
議
会
の
会
員
1414
名
が
伊
佐
市
・
西
之
表
市
交
流
事

名
が
伊
佐
市
・
西
之
表
市
交
流
事

業
で
伊
佐
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

業
で
伊
佐
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
事
業
は
、
両
市
が
行
う
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

　

今
回
の
交
流
事
業
は
、
両
市
が
行
う
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
と
会
員
同
士
の
交
流
や
連
携
強
化
を

ム
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
と
会
員
同
士
の
交
流
や
連
携
強
化
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
で
は
、
伊
佐
市
役
所
へ

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
で
は
、
伊
佐
市
役
所
へ

の
表
敬
訪
問
や
伊
佐
市
内
の
観
光
名
所
の
見
学
、
伊
佐
ふ
る
さ

の
表
敬
訪
問
や
伊
佐
市
内
の
観
光
名
所
の
見
学
、
伊
佐
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
へ
の
出
展
を
行
い
、
伊
佐
市
の
方
々
の
心
の
温
か
さ

と
ま
つ
り
へ
の
出
展
を
行
い
、
伊
佐
市
の
方
々
の
心
の
温
か
さ

に
触
れ
る
充
実
し
た
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

に
触
れ
る
充
実
し
た
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
時
中
に
疎
開
経
験
の
あ
る
楢
原
秀
史
さ
ん
は
、
疎

　

ま
た
、
戦
時
中
に
疎
開
経
験
の
あ
る
楢
原
秀
史
さ
ん
は
、
疎

開
先
で
あ
る
大
口
東
小
学
校
を
訪
れ
「
涙
が
出
る
く
ら
い
嬉
し

開
先
で
あ
る
大
口
東
小
学
校
を
訪
れ
「
涙
が
出
る
く
ら
い
嬉
し

い
。
当
時
の
つ
ら
い
思
い
出
も
あ
る
が
、
ほ
ん
と
に
み
ん
な
が

い
。
当
時
の
つ
ら
い
思
い
出
も
あ
る
が
、
ほ
ん
と
に
み
ん
な
が

生
き
る
の
に
必
死
な
時
代
。
受
け
入
れ
て
く
れ
た
伊
佐
市
に
は

生
き
る
の
に
必
死
な
時
代
。
受
け
入
れ
て
く
れ
た
伊
佐
市
に
は

感
謝
し
か
な
い
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、
少
し

感
謝
し
か
な
い
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

苦
し
い
時
代
を
共
に
生
き
抜
い
た
絆
。
私
た
ち
に
は
、
こ
の

　

苦
し
い
時
代
を
共
に
生
き
抜
い
た
絆
。
私
た
ち
に
は
、
こ
の

絆
を
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
紡
い
で
い
く
使
命
が
あ
る

絆
を
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
紡
い
で
い
く
使
命
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「平出水の疎開記念樹」「平出水の疎開記念樹」
…本市横山地区の方々が建てた記念碑…本市横山地区の方々が建てた記念碑
と記念樹が植えられています。と記念樹が植えられています。

大口東小学校を訪れた楢原秀史さん（右）大口東小学校を訪れた楢原秀史さん（右）

集合写真：両市グリーン・ツーリズム推進協議会の皆さん集合写真：両市グリーン・ツーリズム推進協議会の皆さん
前列右3番目から伊佐市同協議会田野田会長、伊佐市 橋本市長、前列右3番目から伊佐市同協議会田野田会長、伊佐市 橋本市長、
本市同協議会濱上会長本市同協議会濱上会長伊佐市ふるさとまつり出展（貝殻細工体験）伊佐市ふるさとまつり出展（貝殻細工体験）

濱上会長（西）から田野田会長（伊）へ記念品を贈呈濱上会長（西）から田野田会長（伊）へ記念品を贈呈

市政の窓 2025.1 月号



　　

1111
月月
2323
日
（
土
）、
鹿
児
島

日
（
土
）、
鹿
児
島

県
立
中
種
子
特
別
支
援
学
校

県
立
中
種
子
特
別
支
援
学
校

で
第
で
第
4949
回
学
習
発
表
会
が
行

回
学
習
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
屋
久
島
高
等
学

　

当
日
は
、
屋
久
島
高
等
学

校
内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
高

校
内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
高

等
部
支
援
教
室
の
生
徒
も
来

等
部
支
援
教
室
の
生
徒
も
来

島
し
、
児
童
・
生
徒
た
ち
は

島
し
、
児
童
・
生
徒
た
ち
は

練
習
し
て
き
た
合
奏
や
合
唱
、

練
習
し
て
き
た
合
奏
や
合
唱
、

ダ
ン
ス
、
創
作
劇
な
ど
を
披

ダ
ン
ス
、
創
作
劇
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。

露
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
家
族

　

会
場
に
は
、
多
く
の
家
族

や
関
係
者
が
訪
れ
、
元
気
あ

や
関
係
者
が
訪
れ
、
元
気
あ

ふ
れ
る
各
演
目
に
大
き
な
拍

ふ
れ
る
各
演
目
に
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第第
5050
回
市
民
文
化
祭

回
市
民
文
化
祭

　　

1111
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）、
令
和
６
年
度
第

月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）、
令
和
６
年
度
第
5050
回
市
民
文

回
市
民
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
、
文
化
・
芸
術
の
秋
を
彩
り
ま
し
た
。

化
祭
が
開
催
さ
れ
、
文
化
・
芸
術
の
秋
を
彩
り
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
は
市
民
会
館
ホ
ー
ル
、
展
示
部
門
は
市
民
会
館
１
階

　

舞
台
部
門
は
市
民
会
館
ホ
ー
ル
、
展
示
部
門
は
市
民
会
館
１
階

ホ
ワ
イ
エ
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
観
覧
、
鑑
賞
に
訪

ホ
ワ
イ
エ
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
観
覧
、
鑑
賞
に
訪

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、
２
日
間
で

　

舞
台
部
門
で
は
、
２
日
間
で
4949
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
に
は
書
道
、
文
学
、
写
真
、
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
な

　

展
示
部
門
に
は
書
道
、
文
学
、
写
真
、
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
の
部
門
か
ら

ど
の
部
門
か
ら
６６
団
体
が
出
展
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
並

団
体
が
出
展
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
並

び
、
来
場
者
は
熱
心
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

び
、
来
場
者
は
熱
心
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
芸
術
・
文
化
の
継
承
や
指
導
に
功

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
芸
術
・
文
化
の
継
承
や
指
導
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
が
、
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
が
、
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
く
ろ
し
お
芸
術
祭
」
へ

　

ま
た
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
く
ろ
し
お
芸
術
祭
」
へ

参
加
す
る
た
め
に
来
島
し
て
い
た
、
韓
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
カ

参
加
す
る
た
め
に
来
島
し
て
い
た
、
韓
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
カ

ン
・
ド
ッ
キ
ョ
ン
さ
ん
も
特
別
出
演
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ン
・
ド
ッ
キ
ョ
ン
さ
ん
も
特
別
出
演
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
、
展
示
部
門
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

舞
台
部
門
、
展
示
部
門
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文化功労賞

舞台部門

〜
秋
を
彩
る
〜

〜
秋
を
彩
る
〜

展示部門

特別出演

《個人表彰》
前園　美子さん（表

おもてせんけしゅんじゅうかい

千家春秋会種子島支部）

長野　千明さん（舞
まいせんりゅうしゅんれいかい

扇流春麗会）

《団体表彰》

舞
まいせんりゅうほうらんかい

扇流鳳蘭会

杵
きねやりゅうきねよしかい

屋流杵佳会

聖
せいきりかい

桐会

※写真前列左から
前園さん、大石さん（長野さん
欠席のため代理）、杵屋流杵佳会、
聖桐会、舞扇流鳳蘭会

第
49
回
学
習
発
表
会

（
県
立
中
種
子
特
別
支
援
学
校
）

～みんなで力を合わせ笑顔と元気あふれる学習発表会～

全員合唱「夢の世界を」全員合唱「夢の世界を」

高等部 合奏・合唱「万里一空」高等部 合奏・合唱「万里一空」 中学部 創作劇「私と、素敵な友達」中学部 創作劇「私と、素敵な友達」 小学部 合奏・ダンス・ 合唱「にじ」小学部 合奏・ダンス・ 合唱「にじ」

⑤ 市政の窓2025.1 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑥

鹿
児
島
県
農
業
功
労
者
表
彰

　

長
野  

侃
氏
・
春
山  

和
敏
氏

　　

1111
月月
2121
日
（
木
）、
長
野
侃
さ
ん
と
春

日
（
木
）、
長
野
侃
さ
ん
と
春

山
和
敏
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
鹿
児
島

山
和
敏
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
鹿
児
島

県
農
業
功
労
者
表
彰
受
賞
の
報
告
を
行
い

県
農
業
功
労
者
表
彰
受
賞
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

長
野
さ
ん
は
、
本
市
和
牛
振
興
会
会
長

　

長
野
さ
ん
は
、
本
市
和
牛
振
興
会
会
長

や
種
子
屋
久
和
牛
振
興
会
会
長
を
歴
任
さ

や
種
子
屋
久
和
牛
振
興
会
会
長
を
歴
任
さ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
種
子
屋
久
の
肉
用
牛

れ
、
長
年
に
わ
た
り
種
子
屋
久
の
肉
用
牛

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
山
さ
ん
は
、土
地
改
良
事
業
の
推
進
、

　

春
山
さ
ん
は
、土
地
改
良
事
業
の
推
進
、

未
加
入
農
地
の
編
入
な
ど
、
土
地
改
良
区

未
加
入
農
地
の
編
入
な
ど
、
土
地
改
良
区

の
運
営
改
善
及
び
施
設
の
適
切
な
維
持
管

の
運
営
改
善
及
び
施
設
の
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
、
現
在
も
本
市
土
地
改
良
区
理

理
に
努
め
、
現
在
も
本
市
土
地
改
良
区
理

事
長
と
し
て
本
市
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ

事
長
と
し
て
本
市
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　　

1111
月月
2121
日
（
木
）、
市
役
所
で
畜
産
各

日
（
木
）、
市
役
所
で
畜
産
各

団
体
か
ら
中
園
昌
吾
さ
ん
（
㈱
中
園
翔

団
体
か
ら
中
園
昌
吾
さ
ん
（
㈱
中
園
翔

葵
）
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

葵
）
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
園
さ
ん
は
、
鹿
児
島
県
畜
産
共
進

　

中
園
さ
ん
は
、
鹿
児
島
県
畜
産
共
進

会
に
会
に
1010
回
出
場
し
、
牛
の
改
良
及
び
個

回
出
場
し
、
牛
の
改
良
及
び
個

体
能
力
の
向
上
に
寄
与
し
、
本
市
の
肉

体
能
力
の
向
上
に
寄
与
し
、
本
市
の
肉

用
牛
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

用
牛
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
畜
産
共
進
会
連
絡
協
議

　

式
で
は
、
市
畜
産
共
進
会
連
絡
協
議

会
を
始
め
、

会
を
始
め
、
J
A
J
A
種
子
屋
久
や
種
子
屋

種
子
屋
久
や
種
子
屋

久
和
牛
振
興
会
連
絡
協
議
会
、
市
和
牛

久
和
牛
振
興
会
連
絡
協
議
会
、
市
和
牛

振
興
会
、
安
納
校
区
和
牛
同
会
会
か
ら

振
興
会
、
安
納
校
区
和
牛
同
会
会
か
ら

表
彰
と
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
と
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
て
中
園
さ
ん
は
「
今
後

　

表
彰
を
受
け
て
中
園
さ
ん
は
「
今
後

も
、
県
内
で
上
位
入
賞
し
、
全
国
和
牛

も
、
県
内
で
上
位
入
賞
し
、
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
に
出
品
で
き
る
よ
う
に
頑

能
力
共
進
会
に
出
品
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

畜
産
各
団
体
特
別
表
彰

　
　
　
　
　

中
園  

昌
吾
氏

第
58
回
種
子
島
相
撲
大
会

　　

1111
月月
2424
日
（
日
）、
市
営
相
撲
場
（
わ
か

日
（
日
）、
市
営
相
撲
場
（
わ
か

さ
公
園
内
）
で

さ
公
園
内
）
で
第第
5858
回
種
子
島
相
撲
大
会
が

回
種
子
島
相
撲
大
会
が

開
催
さ
れ
、

開
催
さ
れ
、
団
体
戦
で
は
、
小
学
生
の
部
が

団
体
戦
で
は
、
小
学
生
の
部
が

優
勝
、
中
学
生
の
部
で
３
位
。

優
勝
、
中
学
生
の
部
で
３
位
。
一
般
は
中
種

一
般
は
中
種

子
町
に
次
ぐ
２
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

子
町
に
次
ぐ
２
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

【個人戦成績】
　　　　　　※本市選手の１位～ 3 位のみ、敬称略

小 4
《優勝》野村 智也《2位》若林 雄平
《3位》日髙 斗真

小5
《優勝》大﨑 一轟《2位》吉元 貫
《3位》榎本 海碧

小6
《優勝》種子田 泰樹《2位》濱上 蒼介
《3位》荒木 葉琉

中1《2位》園田 樹

一般《優勝》三枝 幸太郎

　　

1010
月月
2828
日
（
月
）
か
ら

日
（
月
）
か
ら
1111
月
９
日
（
土
）

月
９
日
（
土
）

ま
で
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
加
え
、
韓
国

ま
で
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
加
え
、
韓
国

か
ら
も
７
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
「
く

か
ら
も
７
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
「
く

ろ
し
お
の
芸
術
祭
２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ

ろ
し
お
の
芸
術
祭
２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

今
回
の
芸
術
祭
で
は
、
く
ろ
し
お
広
場
で

　

今
回
の
芸
術
祭
で
は
、
く
ろ
し
お
広
場
で

の
ア
ー
ト
看
板
制
作
や
壁
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ア
ー
ト
看
板
制
作
や
壁
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
作
品
制
作
に

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
作
品
制
作
に

加
え
、『
ア
ジ
ア
の
扉
を
開
く
展
』
が
西
之

加
え
、『
ア
ジ
ア
の
扉
を
開
く
展
』
が
西
之

表
市
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
市
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
倉
家
具
店
を
会
場
と
し
た
壁
画

　

ま
た
、
小
倉
家
具
店
を
会
場
と
し
た
壁
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民

の
方
々
が
一
緒
に
な
っ
て
作
品
を
制
作
し
、

の
方
々
が
一
緒
に
な
っ
て
作
品
を
制
作
し
、

西
之
表
市
の
商
店
街
に
賑
わ
い
を
与
え
ま
し
た
。

西
之
表
市
の
商
店
街
に
賑
わ
い
を
与
え
ま
し
た
。

く
ろ
し
お
の
芸
術
祭
２
０
２
４

中園 昌吾さん（前列左から 2番目）中園 昌吾さん（前列左から 2番目）長野 侃さん（左）、春山 和敏さん（右）長野 侃さん（左）、春山 和敏さん（右）

市政の窓 2025.1 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑦

　　

1212
月
１
日
（
日
）、安
納
神
社
で

月
１
日
（
日
）、安
納
神
社
で
「「
A
N
N
O
U
 

A
N
N
O
U
 

I
M
O
 F
E
S
T
I
V
A
L
 

I
M
O
 F
E
S
T
I
V
A
L
 
２
０
２
４
」

２
０
２
４
」
が
開
催
さ

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

　

こ
れ
は
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

発
案
し
た
も
の
で
、
安
納
い
も
を
様
々
な
加

発
案
し
た
も
の
で
、
安
納
い
も
を
様
々
な
加

工
品
で
楽
し
み
、
将
来
的
に
観
光
資
源
や
島

工
品
で
楽
し
み
、
将
来
的
に
観
光
資
源
や
島

外
へ
の
特
産
品
の

外
へ
の
特
産
品
の
P
R
P
R
へ
と
繋
げ
る
イ
ベ

へ
と
繋
げ
る
イ
ベ

ン
ト
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
安
納
校

ン
ト
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
安
納
校

区
の
協
力
の
も
と
、
毎
年
恒
例
の
「
安
納
お

区
の
協
力
の
も
と
、
毎
年
恒
例
の
「
安
納
お

お
き
に
祭
り
」
と
併
せ
、
初
め
て
行
わ
れ
た

お
き
に
祭
り
」
と
併
せ
、
初
め
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
、
島
内
か
ら

　

会
場
に
は
、
島
内
か
ら
1010
店
舗
（
西
之
表

店
舗
（
西
之
表

市
６
店
舗
、
中
種
子
町
２
店
舗
、
南
種
子
町

市
６
店
舗
、
中
種
子
町
２
店
舗
、
南
種
子
町

２
店
舗
）
の
出
店
が
あ
り
、安
納
い
も
を
使
っ

２
店
舗
）
の
出
店
が
あ
り
、安
納
い
も
を
使
っ

た
様
々
な
商
品
約

た
様
々
な
商
品
約
2525
品
が
並
べ
ら
れ
、
開
始

品
が
並
べ
ら
れ
、
開
始

早
々
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
売
り
切
れ
商

早
々
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
売
り
切
れ
商

品
が
続
出
す
る
な
ど
、大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

品
が
続
出
す
る
な
ど
、大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
「
め
い

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
「
め
い
風風ぷぷ

る
」
さ
ん
が

る
」
さ
ん
が
M
C
M
C
を
務
め
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
務
め
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
安
納
い
も
の
詰
め
放
題
企
画
も
行
わ
れ
、

や
安
納
い
も
の
詰
め
放
題
企
画
も
行
わ
れ
、

４
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
が
、
深
ま
る
秋

４
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
が
、
深
ま
る
秋

の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
実
行
委
員
長
の
橋

　

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
実
行
委
員
長
の
橋

口
敏
朗
さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
は
、「
初

口
敏
朗
さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
は
、「
初

開
催
に
あ
た
っ
て
、
地
元
安
納
校
区
の
方
々

開
催
に
あ
た
っ
て
、
地
元
安
納
校
区
の
方
々

の
協
力
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
元
企
業
の
皆

の
協
力
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
元
企
業
の
皆

さ
ま
に
も
協
賛
頂
い
た
。
当
日
は
天
気
に
も

さ
ま
に
も
協
賛
頂
い
た
。
当
日
は
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
来
場
者

恵
ま
れ
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
来
場
者

数
に
驚
き
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

数
に
驚
き
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
。
ま
た
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
島
を
盛

な
っ
た
。
ま
た
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
島
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
A
N
N
O
U
   I
M
O
 

F
E
S
T
I
V
A
L
2
0
2
4
」

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
鉄
砲
館　

入
館
者
１
６
０
万
人
を
達
成

　　

1111
月月
2727
日
（
水
）、「
鉄
砲
館
」
の
愛
称

日
（
水
）、「
鉄
砲
館
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
種
子
島
開
発
総
合
セ

で
親
し
ま
れ
て
い
る
種
子
島
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
の
入
館
者
数
が
１
６
０
万
人
を
達

ン
タ
ー
の
入
館
者
数
が
１
６
０
万
人
を
達

成
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

成
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

め
で
た
く
１
６
０
万
人
目
と
な
っ
た
の

　

め
で
た
く
１
６
０
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
神
奈
川
県
箱
根
町
在
住
の
安
藤
美
恵

は
、
神
奈
川
県
箱
根
町
在
住
の
安
藤
美
恵

子
さ
ん
。
記
念
の
く
す
玉
を
割
っ
た
後
に
、

子
さ
ん
。
記
念
の
く
す
玉
を
割
っ
た
後
に
、

大
平
副
市
長
が
認
定
書
と
記
念
品
を
贈
り

大
平
副
市
長
が
認
定
書
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

安
藤
さ
ん
は
「
突
然
の
こ
と
で
ビ
ッ
ク

　

安
藤
さ
ん
は
「
突
然
の
こ
と
で
ビ
ッ
ク

リ
し
た
。
で
も
、
初
め
て
の
鉄
砲
館
で
よ

リ
し
た
。
で
も
、
初
め
て
の
鉄
砲
館
で
よ

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
と
て
も
う

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
と
て
も
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

髙
橋 

安
江
さ
ん　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▲髙橋 安江さん（前列左）▲髙橋 安江さん（前列左）

　

安
江
さ
ん
は
、
鹿
児
島
市
で
お
生
ま

安
江
さ
ん
は
、
鹿
児
島
市
で
お
生
ま

れ
に
な
り
、
結
婚
後
、
３
男
１
女
の
子

れ
に
な
り
、
結
婚
後
、
３
男
１
女
の
子

宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

若
い
頃
は
、
金
星
堂
印
房
の
お
手
伝

　

若
い
頃
は
、
金
星
堂
印
房
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
優
し
い
人

い
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
優
し
い
人

柄
で
、
怒
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ

柄
で
、
怒
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ

た
と
い
う
安
江
さ
ん
。
現
在
わ
ら
び
苑

た
と
い
う
安
江
さ
ん
。
現
在
わ
ら
び
苑

に
入
所
さ
れ
て
お
り
、
元
気
の
秘
訣
は

に
入
所
さ
れ
て
お
り
、
元
気
の
秘
訣
は

「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
参
加
し
て
楽
し
む

「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
参
加
し
て
楽
し
む

こ
と
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
と
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ご
家
族
も
お
祝
い
に
参
加

　

当
日
は
、
ご
家
族
も
お
祝
い
に
参
加

し
、
大
変
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

し
、
大
変
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に
お
過

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

ご
し
く
だ
さ
い
。

〈
大
正
13
年
12
月
３
日
生
ま
れ
〉

市政の窓2025.1 月号



⑧

西之表港 洲之崎地区において、地震につよい港をつくります西之表港 洲之崎地区において、地震につよい港をつくります
～西之表港洲之崎地区複合一貫輸送ターミナル整備事業の紹介～～西之表港洲之崎地区複合一貫輸送ターミナル整備事業の紹介～

■西之表港で取り扱う貨物の増加に対応するため、新たな岸壁などをつくります。
■地震に強い岸壁 ( 耐震強化岸壁 ) とすることで、大規模地震発生時の防災拠点として、緊急物資の速
　やかな海上輸送が可能になります。

■耐震強化岸壁とは、大規模地震に備えて耐震性を強化した係留施設で、地震発生時に緊急物資の輸送
　や経済活動を支える物流を維持するために活躍します。
■最初の工事として泊地の浚渫と護岸の築造を令和 7年 1月より始めます。
■浚渫した土砂や建設資材等を工事車両が運搬する際には安全に十分配慮致しますので、皆様のご協力
　とご理解をよろしくお願いします。

■問合せ先
　国土交通省九州地方整備局西之表港湾事務所国土交通省九州地方整備局西之表港湾事務所
　工務課・第一建設管理官室　☎ 23‐5012　工務課・第一建設管理官室　☎ 23‐5012

　鹿児島県熊毛支庁建設課鹿児島県熊毛支庁建設課
　港湾空港係　☎ 22‐1862　港湾空港係　☎ 22‐1862

大規模地震時の効果事例

出典：国土交通省出典：国土交通省

耐震強化岸壁耐震強化岸壁

非耐震強化岸壁非耐震強化岸壁

通常岸壁通常岸壁 耐震強化岸壁耐震強化岸壁

液状化液状化 液状化対策液状化対策

非耐震岸壁非耐震岸壁

堤体幅：大堤体幅：大 土圧土圧
軽減軽減

地盤改良地盤改良

大隅諸島が被災した場合の緊急物資の輸送（イメージ）大隅諸島が被災した場合の緊急物資の輸送（イメージ）

種子島種子島

屋久島屋久島

竹島竹島硫黄島硫黄島
黒島黒島

口永良部島口永良部島 種子島空港種子島空港

屋久島空港屋久島空港

鹿児島空港鹿児島空港

二次輸送二次輸送

鹿児島港鹿児島港
（耐震強化岸壁）（耐震強化岸壁）

西之表港西之表港
（耐震強化岸壁）（耐震強化岸壁）

出典：地理院地図出典：地理院地図

大隅諸島大隅諸島

洲之崎地区の洲之崎地区の
　　　完成イメージ　　　完成イメージ

工事車両通行ルート工事車両通行ルート

種子島中学校種子島中学校

市役所市役所

医療センター医療センター 榕城小学校榕城小学校

洲之崎地区洲之崎地区
岸壁岸壁

（水深 7.5m）（耐震）（水深 7.5m）（耐震）

泊地泊地
（水深 7.5m）（水深 7.5m）

ふ頭用地ふ頭用地

臨港道路臨港道路
護岸護岸

事業個所（国土交通省）事業個所（国土交通省）
事業個所（鹿児島県）事業個所（鹿児島県）

【国】岸壁（水深 7.5m）（耐震）延長 210m【国】岸壁（水深 7.5m）（耐震）延長 210m
【国】泊地（水深 7.5m）1.3ha泊地（水深 7.5m）1.3ha
【国】臨港道路  0.8 ㎞臨港道路  0.8 ㎞
【県】ふ頭用地  4.8ha、護岸【県】ふ頭用地  4.8ha、護岸

施　

設

施　

設

市政の窓 2025.1 月号



西
之
表
消
防
署
か
ら
お
知
ら
せ

【
緊
急
車
両
運
転
時
に
お
け
る

　
　

サ
ン
グ
ラ
ス
の
着
用
に
つ
い
て
】

　

熊
毛
地
区
消
防
組
合
で
は
、
災
害
活

動
時
の
安
全
管
理
対
策
と
し
て
、
屋
外

で
活
動
す
る
隊
員
が
直
射
日
光
を
受
け

る
場
合
に
サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
眩
し
さ
や
紫
外
線
か

ら
目
を
保
護
し
、
安
全
な
現
場
活
動
に

つ
な
げ
る
た
め
に
着
用
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

《
着
用
対
象
者
》

・
緊
急
車
両
運
転
手
・
ド
ロ
ー
ン
操
作
員

・
必
要
と
認
め
た
者

《
着
用
効
果
》

・
視
認
性
の
向
上
・
疲
労
軽
減

西之表市内のみの加盟店で利用できる地域内限定の通貨。
西之表市が発行する地域通貨で、アプリタイプとカードタイプがあります。

西之表市地域通貨「たね Pay」とは・・・西之表市地域通貨「たね Pay」とは・・・

18 歳以上の市民のみな
さまに「たね Pay」専用
カードが届きます。

カードでつかう

カードに現金チャージをしていただくことで、
市内の加盟店で利用することができます。

アプリをダウンロード後、左にあるカードの裏面にある二次元
コードを読み取ることで、カードとアプリが連携します。

スマートフォンアプリでつかう

①「会員証」の二次元コードを提示する。
②お店にある店舗用二次元コードを読み取り、入力した金額
を店舗が確認後、決済する。

＜ 2つのつかい方＞

市内の地域経済の活性化や、キャッシュレスの推進、地域内の経済循環、
地域コミュニティの再構築、地域課題の解決、地域貢献などを目的としています。

西之表市地域通貨「たね Pay」の目的西之表市地域通貨「たね Pay」の目的

＜よくあるご質問＞＜よくあるご質問＞
カードが届きました。カードが届きました。
どうしたらいい？どうしたらいい？

たね Pay をたね Pay を
つかうメリットは？つかうメリットは？

どこでたね Pay はどこでたね Pay は
つかえるの？つかえるの？

つかい方がつかい方が
わからない時は？わからない時は？

1 月中旬にカードが届い
たら、大切に保管をお願
いします。チャージをす
る機会を設けますので、
日々のお買いものでたね
Pay を利用ください。

西之表市内の加盟店で利用
できます。
たね Pay をつかうと地域
貢献につながります。
今後は、還元や特典を考え
ています。

市内に12月 18日現在、
130 店舗を超える加盟店が
登録されています。
カードと一緒に加盟店一覧
を送りますので、ご確認く
ださい。

各校区の集落支援員
を通じて相談いただ
くか、たね Pay 事務
局にお問い合わせく
ださい。

【初回限定！全員もらえる】
「たね Pay」 初回チャージプレミアム

※ お一人様 1回限り
3,000 円 現金チャージで
1,000 円分のプレミアム がつきます！

※ プレミアムがつくチャージの開始時期や各校区でのチャージは1月10日の全戸配布をご確認ください。

おトクな
お知らせ

■問合せ先　たね Pay 事務局 （市役所 経済観光課 商工政策係内）たね Pay 事務局 （市役所 経済観光課 商工政策係内）
　　　　　　☎ 22‐1117（平日 8：30～ 17：15）　※左記以外の時間の場合 ☎ 22‐1111　　　　　　☎ 22‐1117（平日 8：30～ 17：15）　※左記以外の時間の場合 ☎ 22‐1111

⑨ 市政の窓2025.1 月号



⑩

　令和 7年度の会計年度任用職員の募集を次のとおり行います。
　会計年度任用職員とは、地方自治法及び地方公務員法の改正に伴い、「臨時的職員」、「非常勤職員」に代
わって設置された職です。任用期間は、原則１会計年度（4/1 ～翌 3/31）で、身分は公務員となります。

※賞…期末手当・勤勉手当、社…社会保険、雇…雇用保険、退手…退職手当、条件…採用条件
職名

（募集定員…人）
勤務
場所 勤務内容 勤務

日数 勤務時間 給料 賞 社 雇 退手
条
件

担当課
（電話・内線）

  フルタイム
道路維持作業員
（2） 市役所 道路維持補修作業 8：30～

17：15
227,700 円～
233,200 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 建設課　　　（内 239）

集落支援員（2） 各校区
公民館 校区運営支援 8：30～

17：15
183,500 円～
207,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 地域支援課　　　（内 215）

地域防災支援員
（1） 市役所 消防団及び自主防災に

関する業務
8：30～
17：15

183,500 円～
207,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 総務課　　　（内 205）

地籍調査員（2） 市役所 地籍調査（外業・内業） 8：30～
17：15

188,000 円～
230,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 財産監理課　　　（内 288）

学校用務員（4）各小中学校 学校内外の環境整備等 8：15～
16：45

185,700 円～
206,500 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 教育総務課

　　　（内 253）学校司書（2） 小学校 学校図書館の管理運営等 8：15～
16：45

183,500 円～
207,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

介護支援専門員
（2） 市役所 介護予防のための

ケアプラン作成業務
8：30～
17：15

194,500 円～
230,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

高齢者支援課
　　　（内 330）保健師（1） 市役所 総合相談支援、

介護予防業務
8：30～
17：15

194,500 円～
230,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

社会福祉士（1） 市役所 総合相談支援、
権利擁護業務

8：30～
17：15

194,500 円～
230,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

商店街活性化
支援員（1） 市役所 情報交流施設管理・事務、

事業企画等
8：30～
17：15

183,500 円～
207,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 経済観光課　　　（内 274）

一般事務（1） 市役所 家屋全棟調査に伴う
一般補助業務等

8：30～
17：15

183,500 円～
207,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 税務課　　　（内 235）

一般事務（1） 市役所 レセプト点検、
高額療養費等に関する事務

8：30～
17：15

183,500 円～
207,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 健康保険課　　　（内 312）

  パートタイム

調理員（1） 給食
センター 調理・配送・洗浄業務

常勤と同じ
（8月は 10日勤務）

・7：30～
16：15
・8：00～
16：45
・8：30～
17：15

185,700 円～
206,500 円 / 月
（8月は日額）

〇 〇 〇 × ― 給食センター　（23-5661）

特別支援教育
支援員（10）

各市内
小・中学校

市内小・中学校で特別な
支援が必要な児童生徒へ
の支援や介助等

学校の授業が行われ
る日（土曜日を除く）
の内 180日以内

8：30～
16：00
までの間の
4時間半 1,127 円～

1,155 円 / 時

× × × × ―

学校教育課
　　　（内 255）

8：30～
16：00
までの間の
5時間半

○ × × × ―

教育支援センター
指導員（2）

青少年ホーム
教育支援センターに通所
している児童生徒の相談
及び指導等

学校の授業が行われ
る日（土曜日を除く）
の内 100日以内

8：30～
15：15
までの間の
6時間

1,127 円～
1,274 円 / 時

× × × × ―

榕城小学校、
種子島中学校

校内教育支援センターに
通所している児童生徒の
相談及び指導等

学校の授業が行われ
る日（土曜日を除く）
の内月 15日以内

○ ○ ○ × ―

一般事務（1） 市役所 農地のマッチング及び事務 月15日 9：00～
17：00

1,127 円～
1,274 円 / 時 〇 〇 〇 × ― 農業委員会　　　（内 227）

事務補助（2） 開発総合
センター

文化財整理作業等 月15日 8：30～
16：30 1,127 円～

1,155 円 / 時 〇 ◯ ◯ × 有 鉄砲館　（23-3215）事務補助（1） 鉄砲館　受付 月15日 8：30～
17：00

常 

勤 

と 

同 

じ

次ページへ続く

令和 7年度採用令和 7年度採用
　　　　　　　　西之表市　　　　　　　　西之表市    　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　  募集募集

（令和７年４月１日から任用）（令和７年４月１日から任用）

会 計 年 度 任 用 職 員会 計 年 度 任 用 職 員

【申込方法】
　会計年度任用職員募集案内（担当課窓口備付また
は市ホームページからダウンロード可）を確認、必
要事項を記入のうえ、表の募集担当課へ期日までに
提出してください。
【申込期間】
令和 6年 12月 25日（水）
　～令和 7年 1月 24日（金）※ 17：15必着※ 17：15必着

 ◆ 募集職種、募集定員、給料額（見込額のため変更の可能
　性有）、担当課などは、表をご参照ください。
 ◆ 募集定員は、令和 6年 12月 25日時点の上限人数です。
　今後、予算の状況による事業の中止、廃止、縮小などで
　採用人数等の変更がある場合があります。予めご了承く
　ださい。
 ◆ その他、日雇いの職員（１日限りの任用）の募集を行っ
　ています。ホームページに随時掲載します。
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職名
（募集定員…人）

勤務
場所 勤務内容 勤務

日数 勤務時間 給料 賞 社 雇 退手
条
件

担当課
（電話・内線）

  パートタイム

一般事務（1） 市役所 登記関係事務等 月15日 9：00～
17：00

1,127 円～
1,274 円 / 時 〇 〇 〇 × ― 建設課　　　（内 239）

看護師（1） 市役所 訪問による高齢者への
指導・助言 月15日 9：00～

17：00
1,195 円～
1,413 円 / 時 〇 ◯ ◯ × 有 高齢者支援課

　　　（内 330）管理栄養士（1） 市役所 栄養指導業務等 月15日 9：00～
17：00

1,195 円～
1,413 円 / 時 〇 ◯ ◯ × 有

事務補助（5） 市役所 簡単な事務作業
月10日 9：00～

16：00
1,127 円～
1,155 円 / 時

× × × × ―

総務課（内 204）月12日 9：00～
17：00 〇 × × × ―

事務補助（5） 市役所 簡単な事務作業 月15日 9：00～
17：00 〇 ◯ ◯ × ―

  パートタイム　日雇い（1日ごとなど任用期間が短い職になります）
地籍調査員
（若干名）

市内地籍
調査地区

地籍調査工程の一筆地調査に
係る業務 調査を行う日 8：30～

17：00 1,141 円 / 時 × × × × ― 財産監理課　　　（内 288）
子育て相談員
（若干名）

子育て支援
センター 子育てに関する相談業務等 センターにおいて

必要とする日
8：30～
17：00

1,195 円～
1,413 円 / 時 × × × × 有 福祉事務所　　　（内 328）

■問合せ先
①応募の詳細…表中の担当課にご連絡いただくか、市ホームページをご覧ください。
②制度や募集全体に関すること…市役所総務課人事係　☎ 22‐1111内線 204

《市水道事業》令和 7年度会計年度任用職員を募集
職名

（募集定員…人） 勤務内容 勤務
日数 勤務時間 給料

  フルタイム

水道施設管理員（2）水道施設管理 常勤と
同じ

8：30～
17：15

188,000 円～
247,400 円 /月

  パートタイム

事務補助（2） 事務補助 月15日 9：00～17：00
1,127 円～
1,155 円 / 時

【任用及び委託期間】
令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日
【受験資格】市内に居住する 18歳以上の市税等を
滞納していない方
【申込方法】会計年度任用職員募集案内・申込書（水
道課備付）を確認し、必要事項を記入のうえ提出
【選考方法】面接及び作文等
　　　　　※パートタイムは作文免除
【申込期限】令和 7年 1月 24日（金）
　　　　　　17：15必着（土日祝日を除く）

【選考日】令和 7年 2月 7日 ( 金 )
※詳細については、お問い合わせください。

■提出・問合せ先　市役所水道課管理係
☎ 22‐1111（内線 287）

■問合せ先■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111内線 312　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111内線 312

※費用は※費用は無料無料です。「保険証」「受診券（A4・うぐいす色）」「特定健診質問票」をご持参ください。です。「保険証」「受診券（A4・うぐいす色）」「特定健診質問票」をご持参ください。
※「受診券」は再発行可能です。市役所健康保険課国保年金係までご連絡ください。※「受診券」は再発行可能です。市役所健康保険課国保年金係までご連絡ください。
※時間に余裕を持って受付をお願いします。※時間に余裕を持って受付をお願いします。
※当日は血液・尿検査があります。水以外の飲食はせず受診をお願いします。※当日は血液・尿検査があります。水以外の飲食はせず受診をお願いします。

百合砂診療所
☎ 28‐3901

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
8:00～11:00 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

種子島医療センター
☎ 0570‐090‐960 ※要予約（3日前まで）

特 定 健 診 情 報特 定 健 診 情 報 特定健診に関する情報をお知らせします特定健診に関する情報をお知らせします
34.3%34.3%

60%60%
20％以上の差20％以上の差

●　令和６年度特定健診受診率速報値●　令和６年度特定健診受診率速報値

●　国が示している特定健診受診率目標値●　国が示している特定健診受診率目標値
（R6.11 月末時点）（R6.11 月末時点）

今年度の特定健診が受けられるのは　　　　　　　　　　　　　　　　です！今年度の特定健診が受けられるのは　　　　　　　　　　　　　　　　です！令和７年１月末まで令和７年１月末まで

定期的に通院をしている方も特定健診の対象です定期的に通院をしている方も特定健診の対象です
　定期的に通院をしている方は、現在治療している病気やけがの治療で通院しているため、生活習慣　定期的に通院をしている方は、現在治療している病気やけがの治療で通院しているため、生活習慣
病などをいち早く発見するための特定健診とは目的が異なります。ご自身の健康管理のためにも通院病などをいち早く発見するための特定健診とは目的が異なります。ご自身の健康管理のためにも通院
中の方も主治医とご相談のうえ、特定健診を受診しましょう。中の方も主治医とご相談のうえ、特定健診を受診しましょう。
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避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の
で
対
応
で
き
な
い
」
と
応
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
合
理
的
配
慮
と
は
、
当
事
者
と
事
業
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
必
要
な

　

な
ぜ
な
ら
合
理
的
配
慮
と
は
、
当
事
者
と
事
業
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
必
要
な

範
囲
で
柔
軟
か
つ
合
理
的
に
変
更
や
調
整
を
加
え
る
こ
と
で
社
会
的
な
障
壁
を
取
り

範
囲
で
柔
軟
か
つ
合
理
的
に
変
更
や
調
整
を
加
え
る
こ
と
で
社
会
的
な
障
壁
を
取
り

除
い
て
い
く
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

除
い
て
い
く
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

　

具
体
的
な
事
例
に
関
し
て
は
内
閣
府
の
「
合
理
的
配
慮
等
具
体
例
デ
ー
タ
集
」
や

　

具
体
的
な
事
例
に
関
し
て
は
内
閣
府
の
「
合
理
的
配
慮
等
具
体
例
デ
ー
タ
集
」
や

厚
生
労
働
省
の
「
障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
好
事
例
集
」、
学
校
教
育
関
係
で
は

厚
生
労
働
省
の
「
障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
好
事
例
集
」、
学
校
教
育
関
係
で
は

「「
C
B
L
D

C
B
L
D
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
や
「
イ
ン
ク
ル

デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
や
「
イ
ン
ク
ル
D
B
D
B
」
と
い
っ
た
サ
イ
ト
が
参
考
に

」
と
い
っ
た
サ
イ
ト
が
参
考
に

な
り
ま
す
。
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
の
動
画
「
対
話
が
重
要

な
り
ま
す
。
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
の
動
画
「
対
話
が
重
要 

障
害
の
あ
る
人
へ
の

障
害
の
あ
る
人
へ
の

合
理
的
配
慮
」
も
分
か
り
易
い
で
す
。

合
理
的
配
慮
」
も
分
か
り
易
い
で
す
。

　

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
こ
う

　

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
こ
う

し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『
合
理
的
配
慮
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

盛土規制法の運用が始まります盛土規制法の運用が始まります
令和 7年５月１日から盛土等が許可制に令和 7年５月１日から盛土等が許可制に

西之表市全域を規制区域に指定予定西之表市全域を規制区域に指定予定
　盛土等に伴う災害から人命を守るため、西之表市全域
が危険な盛土等を規制する次の２つの区域のいずれかに
指定される予定です。

西之表市規制区域 ( 案 )

宅地造成等工事宅地造成等工事
規制区域規制区域

特定盛土等特定盛土等
規制区域規制区域

市街地や集落、その周辺など、盛土等が行われ
れば人家等に危害を及ぼしうるエリア

市街地や集落などから離れているものの、地形
等の条件から、盛土が行われれば人家等に危害
を及ぼしうるエリア

※１月 16日 ( 木 ) まで規制区域に関するパブリック・コメントを実施しています。詳しくは県ホームページをご覧ください。

規制区域内での一定規模を超える盛土等は，県の許可が必要になります。規制区域内での一定規模を超える盛土等は，県の許可が必要になります。

QQ「盛土等」ってなに？「盛土等」ってなに？

・各規制区域において、一定規模を超える盛土等が
許可対象となります。
　許可対象規模は県ホームページをご覧ください。

(地理院地図 (タイル ) に規制区域を追記して掲載 )

AA 盛土・切土・土砂の仮置きのことです。盛土・切土・土砂の仮置きのことです。

詳しくは鹿児島県ホームページをご確認ください。
《県HPホーム》→《社会基盤》→《建築》→《指導（建築・宅地開発）》→《盛土規制法》

特定盛土等規制区域

凡例
宅地造成等工事
規制区域

行政界

盛土・切土 土砂の仮置き

立入禁止

元の地形

切土

盛土

喜志鹿崎喜志鹿崎

馬毛島馬毛島
西之表西之表

種　子　島種　子　島
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市
長
独
言
№ 93
…
「
海
の
道
」
と
天
女
ヶ
倉

　

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
は
「
昭
和
百
年
」、
種
子
島
の
国
道
58
号
は
施
行
50
年
に
あ
た

り
ま
す
。
西
之
表
か
ら
島
間
ま
で
の
県
道
55
キ
ロ
の
国
道
へ
の
昇
格
が
１
９
７
４
年
11
月

に
決
定
し
、
７
５
年
４
月
１
日
に
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
か
ら
種
子
島
、
奄

美
大
島
を
経
て
沖
縄
に
至
る
「
海
の
国
道
」
で
す
。

　

海
の
道
か
ら
の
連
想
と
し
て
、
私
は
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
「
し
ま
山
百
選
」
に

選
定
さ
れ
た
種
子
島
の
天
女
ヶ
倉(

あ
ま
め
が
く
ら)

（
標
高
２
３
８
メ
ー
ト
ル
）
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
。
全
国
93
島
か
ら
百
山
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
天
女
ヶ
倉
に
は
、
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。
昔
、
天
狗
が
大
き
な
岩
を
背
負
い
、
種
子

島
の
北
端
か
ら
南
へ
運
ぶ
途
中
に
立
ち
寄
っ
て
一
休
み
し

た
と
き
、
し
ば
っ
て
い
た
縄
が
切
れ
た
の
で
岩
を
残
し
て

去
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
は
天
女
ヶ
倉
神
社
の
御
神
体

と
し
て
大
切
に
祀
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
神
様
は
神
楽
が
好

き
な
天
女
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す
。（「
種
子
島
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
か
ら
）。

　

頂
上
に
あ
る
巨
岩
の
周
辺
は
今
も
信
仰
の
対
象
で
あ

り
、
世
界
遺
産
に
な
っ
た
沖
ノ
島
（
福
岡
県
宗
像
市
）
の

祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
沖
ノ
島
は
自
然

崇
拝
を
元
に
し
た
祭
祀
が
４
世
紀
以
来
現
代
ま
で
続
い
て

い
る
こ
と
や
、
航
海
安
全
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
特
徴

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
に
開
か
れ
る「
み
あ
れ
祭
」

は
、
宗
像
大
社
を
構
成
す
る
沖
津
宮
（
沖
ノ
島
）
と
中
津
宮
（
宗
像
大
島
）、
辺
津
宮
に
祭

ら
れ
る
３
女
神
が
年
に
一
度
集
ま
る
海
上
神
事
で
、
多
数
の
漁
船
が
女
神
の
御
座
船
を
囲

ん
で
海
上
を
行
進
す
る
勇
壮
な
祭
り
で
す
。

　

天
女
ヶ
倉
は
眼
下
に
安
納
、
現
和
な
ど
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
安
納
い
も
の
畑
が
広
が
り
ま

す
。
頂
上
付
近
か
ら
は
太
平
洋
だ
け
で
な
く
東
シ
ナ
海
や
馬
毛
島
も
望
み
、
近
く
に
は
庄

司
浦
な
ど
古
く
か
ら
の
港
が
あ
り
、
風
本
神
社
は
航
海
安
全
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

島
を
統
治
し
た
種
子
島
家
は
琉
球
と
の
交
易
を
し
ま
し
た
。
鉄
砲
ま
つ
り
は
戦
後
、「
港
ま

つ
り
」
か
ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
海
の
道
の
歴
史
を
思
い
ま
す
。

天女ヶ倉の巨岩

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 212 弾第 212 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【作り方】
① あずきは煮て、八分つきにしておく。
② ①に水と砂糖を入れて、よく混ぜる。
③ 卵白を泡立てて、②とさっくり混ぜる。
④ もち粉とかるかん粉を、ダマができないように数回に分けて入れ、よく混ぜ合わせる。
⑤ 流し箱にラップをしき、④を入れて約 40～ 45分蒸す。竹ぐしをさしてみて、生地がついてこなけれ
　ば出来あがり。
※茹であずき缶を使っても良い。その時は砂糖の量を控える。
※かるかん粉を同量の上新粉に替えると、モチモチとした食感になります。

【材料】
あずき…150g
かるかん粉…120g
もち粉…30g
砂糖…150g

水…150㏄
卵白…2個分
塩…少々

「こうらい（これがし）」「こうらい（これがし）」～盆や正月、冠婚葬祭の折に作られた伝統菓子～～盆や正月、冠婚葬祭の折に作られた伝統菓子～

⑬ 市政の窓2025.1 月号



■問合せ先　市役所地域支援課　　☎ 22‐1111内線 214・215

◆古田校区　～多世代交流拠点づくりの取組～
　11月 24日（日）、旧古田中学校にて古田校区主催、「2024 秋
結の里マルシェ」が開催されました。古田校区の特産品であるか
るかんやお茶、地元の野菜、地域住民手作りの石窯ピザや豚汁な
どが販売されたほか、子どもたちが好きな輪投げ、ヨーヨー釣り、
誰もが参加できるリース作り体験ワークショップなどが開催され、
多くの参加者で賑わいました。
　そして、11月 30 日（土）には、「結の里マルシェ」でも公開
されていた、「共創のバ」づくりの開所式が行われ、募集した愛称
《ふらっとふるた》も発表されました。
　《ふらっとふるた》は、本市と芝浦工業大学などが参画して進め
ている研究と取組が、古田校区の描くグランドデザインと融合す
ることから、大学と地域との「共創の場」の研究及び地域交流施
設として開所されました。
　今後は、世代を超えた住民の憩いの場としての活用などが計画
されています。

◆種子島北部九州会を開催！
　11月８日（金）、福岡市内において北部九州地区出郷者の会「種
子島北部九州会」が開催されました。
　総勢 16名の参加があり、お互いの元気を確認し、それぞれの
近況報告の場となりました。
　また、11月 10日（日）に大相撲九州場所初日を迎えた島津海
関にも参加をいただき、九州場所での活躍を期待する声が多く聞
かれました。

◆《こらぼらQでん》～地域と連携して地域課題解決～
　10月26日（土）、安城小学校PTAと安城校区、九州電力送配電㈱、㈱九電送配サービス、㈱鹿児島電気サー
ビスの総勢約 50名で、植栽作業と高枝伐採作業を実施しました。
　この取組は、九州電力送配電㈱が、「こらぼらQでん eco」と銘打って、地域の方々と協働で地域課題
の解決や環境保全、子どもや高齢者に優しい社会づく
りをテーマに実施されているものです。
　創立 150周年を迎えた安城小学校では、協働で高所
作業車を使っての高枝伐採や、伐採した雑木の運び出
し作業などが、記念式典開催前に行われました。また、
安城小学校の児童も参加し、花の苗をプランターに定
植しました。

結の里マルシェ結の里マルシェ

《ふらっとふるた》開所式《ふらっとふるた》開所式
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№ 263

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

製
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

11
月
10
日
（
日
）
市
立
図
書
館
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
絵
本
製
作
等

の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
齋
藤
真
理
子
（
さ
い
と
う
ま
り
こ
）
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
製

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
、
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
老
舗
子
供
服
ブ
ラ
ン
ド
「
プ
チ
バ
ト
ー
」
さ
ん
か

ら
提
供
い
た
だ
い
た
端
切
れ
布
を
活
用
し
、
好
み
の
布
な
ど
を
選
ん
で
自
分
だ
け
の
ノ
ー

ト
を
作
成
し
な
が
ら
、
本
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
の
10
名
が
参
加
し
、
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
端
切
れ
布
が
、

か
わ
い
い
ノ
ー
ト
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

作
品
を
乾
か
す
間
に
は
、
講
師
で
あ
る
齋
藤
さ
ん
が
製
作
し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

も
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
で
製
本
す
る
こ
と
で
、
と
て
も
愛
着
の
あ
る
ノ
ー

ト
が
出
来
上
が
っ
た
」「
本
が
出
来
る
ま
で
の
工
程
を
知
っ
て
、
本
を
大
切
に
し
た
い
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
」「
こ
の
ノ
ー
ト
を
ど
う
使
お
う
か
な
と
考
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」

な
ど
、
喜
び
の
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
や
わ
ら
か
な
手
触
り
の
ベ
ビ
ー

服
も
展
示
さ
れ
、
図
書
館
の
学
習
室
は
、
い
つ
も
と
は
一
味
違
っ
た
す
て
き
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
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知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金 
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
1
1
1
1
内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

 

海
産
物
の
電
話
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

海
産
物
の
電
話
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

◆
電
話
勧
誘
で
海
産
物
の
購
入
を
し
つ
こ
く
迫
ら
れ
た
、
断
っ
た
の
に
送
ら
れ

て
き
た
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と
感
じ
た

ら
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
能
を
利
用
し
、
知
ら
な
い
番
号
に
は
出
な
い
、

あ
る
い
は
常
時
留
守
番
電
話
に
し
て
お
く
の
も
一
法
で
す
。

◆
断
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
、
代
金
を
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
て
も
代
金
は
支
払
わ
ず
、
送

り
主
の
名
称
や
所
在
地
を
メ
モ
し
て
か
ら
、
受
取
拒
否
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
電
話
勧
誘
販
売
の
場
合
は
、
特
定
商
取
引
法
に
定
め
る
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
数
え
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
困
っ

た
と
き
は
、
早
め
に
お
住
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）

《
事
例
１
》
自
宅
に
電
話
が
あ
り
、
海
産
物
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。
断
っ
た

の
だ
が
、
海
産
物
が
送
ら
れ
て
き
て
、
代
引
き
で
受
け
取
っ
た
。
強
引
に
送
ら

れ
て
き
た
も
の
な
の
で
返
金
し
て
ほ
し
い
。（
当
事
者
：
90
歳
代
）

【参考】見守り新鮮情報第 495 号 (2024 年 10 月 24 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　イラスト：黒崎 玄

《
事
例
２
》
海
産
物
販
売
業
者
か
ら
突
然

電
話
が
あ
り
、海
産
物
の
勧
誘
を
受
け
た
。

断
っ
た
が
「
売
れ
な
く
て
困
っ
て
い
る
。

損
は
さ
せ
な
い
」
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、

約
２
万
円
の
商
品
を
買
う
こ
と
を
承
諾
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
ど
ん
な
も
の
が

来
る
か
心
配
に
な
り
、
断
ろ
う
と
何
度
も

電
話
し
た
が
連
絡
が
つ
か
な
い
。（
当
事

者
：
60
歳
代
）

口
座
振
替
と
前
納
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
は
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
、
定
期
的
に
国
民
年
金
保

険
料
を
振
替
し
て
納
付
す
る
方
法
で
す
。
口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
手
間
が
か
か
ら

ず
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
、
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
国
民
年

金
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
お
支
払
い
が
困
難
な
方
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
部
の
金
融
機
関
・
支
店
等
に
お
い
て
は
、
口
座
振
替
の
取
り
扱
い
が
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
金
融
機
関
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

※
「
口
座
振
替
申
出
書
」
は
市
役
所
健
康
保
険
課
窓
口
備
付
、
も
し
く
は
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※早割申込後の最初の口座振替は、前月分（割引
なし）と当月分（60円割引）の２か月分となり、
その後は当月分（60円割引）の１か月分となり
ます。

10月分（通常）
16,980 円

（申込後最初）2か月分振替（申込後最初）2か月分振替 12月末振替12 月末振替

●早割（当月末振替）　　※各月 60円割引

11月分（早割）
16,920 円

12月分（早割）
16,920 円

（例：11月から早割の場合）

10 月分
16,980 円

12 月末振替12 月末振替

●通常の口座振替（翌月末振替）

11月分
16,980 円

12月分
16,980 円

11 月末振替11 月末振替

口座振替の毎月納付（翌月末日振替）
　　　　と早割（当月末日振替）の違い

⑯市政の窓 2025.1 月号



宇宙科学技術館 ☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　

皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

所
長
の
砂
坂
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
元
の
皆
さ
ま
に
は
、
普
段
よ
り
、

宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
お
け
ま
す
様
々
な
活

動
に
対
し
、
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協

力
を
頂
い
て
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
６
年
は
Ｈ
３

ロ
ケ
ッ
ト
の
再
挑
戦
と
な
る
試
験
機
２

号
機
と
、
続
く
３
号
機
、
４
号
機
と
連

続
の
打
上
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。
多
く

の
応
援
を
頂
き
、
職
員
及
び
関
係
者
に

と
っ
て
、大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
令
和
６
年
11
月
に
は
、
イ

プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
の
第
２
段
エ
ン

ジ
ン
（
固
体
モ
ー
タ
）
の
燃
焼
試
験
に

お
い
て
、
異
常
燃
焼
に
よ
る
爆
発
に
至

り
、
エ
ン
ジ
ン
と
と
も
に
試
験
設
備
も

大
き
な
損
傷
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
際
、

　平成 27年度から始まった「よろ～て元気アップ教室」は、今年度新たに６グループが立ち上がり、現
在市内 59か所で開催されています。
　教室開始から 3か月後の体力測定では、6グループ全てで筋力や歩行能力が維持・改善という結果と
なりました。また、参加者の皆さんからは、「体力に自信がつき外出するのが楽しみになった」「長年の
肩こりがなくなった」「おしゃべりが楽しい」などの嬉しい感想が寄せられています。
　元気アップ教室は、筋力運動や口腔体操などを週 1回地域で取り組む活動です。興味のある方はお近
くの元気アップ教室または地域包括支援センターまでお問い合わせください。

『よろ～て元気アップ体操』がんばっています！

安
全
確
認
の
た
め
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
道
路
、
海
岸
の
閉
鎖
が
長
引
き
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
令
和
５
年
、
秋
田
県
の
能
代
試
験

場
で
行
っ
た
試
験
で
の
爆
発
を
受
け
、

対
策
と
改
良
を
行
っ
て
の
再
試
験
で
し

た
が
、
結
果
と
し
て
十
分
で
な
か
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
早
期
の
設
備
復

旧
と
、
確
実
な
原
因
究
明
を
行
い
、
再

挑
戦
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

令
和
７
年
は
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
本

格
的
な
運
用
と
と
も
に
、
多
く
の
打
上

げ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
打

上
げ
や
試
験
を
安
全
に
進
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
私
自
身
も
、
地
元
・
種
子

島
の
出
身
で
す
が
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の

活
動
を
通
じ
、
地
元
と
一
緒
に
発
展
し

て
い
け
る
よ
う
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

種子島宇宙センター所長
砂坂 　義則

⑰ 市政の窓2025.1 月号



（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

荻
原　

依い
す
み澄

男

生
吹

祐
茉

野
首

四
位　

友と
も
な
り誠

男

仁
史

彩
華

上
之
原
町

川
内　

楓か

の乃

女

駿

志
織

榕
城
中
目

𠮷
留　

千せ
ん
り浬

男

一
平

汐
織

美
浜
町

戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
10
月
受
付
分
）

（
寄
附
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

松
野　

康
江

桜
園

松
野　

保
弘

塩
﨑　

義
政

大
崎

塩
﨑　

チ
ヱ

日
髙　

茂
文

大
平

日
髙　

シ
ヅ
子

荒
木　

久
雄

西
町

荒
木　

政
雄

向　

恒

柳
原

向　

ヤ
ス
子

木
村　

清
德

久
保
田

木
村　

敬
藏

山
下　

茂
樹

野
木
平

山
下　

ア
ツ
子

濱
尾　

良
八

上
能
野

濱
尾　

ミ
チ
子

森
田　

盛
綱

桜
園

森
田　

レ
イ
子

（
一
般
寄
付
）

種
子
島
ふ
る
さ
と
交
流
大
会
実
行
委
員
会

会
長　

八
板　

俊
輔

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す

よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

う
ぶ
ご
え
（
〜
12
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
12
月
15
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

髙
尾
野　

イ
チ
子

93

古
田
中
之
町

長
野　

實
美

91

横
山

渡
邊　

マ
サ
子

80

美
浜
町

上
妻　

正
明

74

深
川

濵
𣷹　

道
雄

82

上
能
野

中
園　

サ
ヨ
子

92

下
郷

栁　

佐
和
子

82

美
浜
町

伊
藤　

滿

69

鴨
女
町

名
越　

幸
則

85

上
之
原
町

森
田　

俊

79

池
野

渉　

満
男

80

浜
之
町

黒
木　

マ
リ
子

78

桜
園

藤
田　

ク
ニ
エ

81

西
町

西
川　

曻

80

武
部

松
木　

惠
美
子

85

東
町

筧　

壽
子

88

寺
之
門

石
園　

一
郎

76

庄
司
浦

濱
田　

満
夫

92

塰
泊

村
山　

ツ
ヤ

92

沖
ケ
浜
田

※本ページの住所欄については、届出のあった住所を記載しています。

「勤労感謝の日」訪問（西之表幼稚園・榕城幼稚園）
　「勤労感謝の日」に合わせ、11月 21日（木）に榕城幼稚園の皆さんが鉄砲館を、11月 22日（金）
に西之表幼稚園の皆さんが市役所をそれぞれ訪問してくれました。
　園児の皆さん、ステキなお手紙のプレゼント、ありがとうございました。

榕城幼稚園の皆さん榕城幼稚園の皆さん 西之表幼稚園の皆さん西之表幼稚園の皆さん

※市政の窓 12月号 14P「持続可能な地域づくり」記事中の写真については、備品紹介用の写真を使用しています。
実際に備品を使用する際には、防護服を着用しています。

⑱市政の窓 2025.1 月号



突
然
に
義
兄
の
訃
報
の
電
話
あ
り
穏
や
か
な
あ
の
笑
顔
浮
び
ぬ

筑
波
山
一
枚
岩
の
眼
下
に
は
関
東
平
野
霊
峰
富
士
も

霜
月
の
晴
天
め
ぐ
ま
る
昼
下
が
り
短
歌
の
仲
間
と
歌
会
催
す

海
見
え
る
高
台
の
家
に
年
毎
の
秋
連
れ
戻
る
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

古
民
家
の
解
体
ブ
ル
の
音
ひ
び
く
庭
の
蘇
鉄
は
大
王
の
如
し

こ
の
姥う

ば
も
翔
平
く
ん
の
活
躍
に
ド
ジ
ャ
ー
ス
・
メ
ッ
ツ
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
を
知
る

遠お
ん
が
が
わ

賀
川
「
織
江
の
歌
」
を
口
ず
さ
み
映
画
観
た
日
に
思
い
を
馳
せ
て

峠
道
四
季
折
々
の
草
花
を
愛
で
つ
つ
歩
い
た
今
は
思
い
で

六
年
間
の
思
い
を
コ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
に
輝
か
せ
孫
ナ
イ
ス
サ
ー
ブ

情
報
の
ツ
ー
ル
の
変
化
や
む
な
し
か
購
買
者
減
に
苦
悩
す
る
店
主

寒
々
と
湖
面
を
照
ら
し
ダ
ム
サ
イ
ト
椎
葉
の
里
の
月
や
こ
の
月

暖
竹
の
葉
島
の
名
物
つ
の
ま
き
の
葉
に
香
り
た
る
そ
の
ゆ
か
し
さ
よ

霧
深
き
平
田
に
牛
舎
の
灯
り
か
な

防
寒
着
寒
さ
対
策
今
日
か
ら
は

寒
を
受
け
羽
織
る
ハ
ッ
ト
ク
身
の
こ
な
し

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

千
葉
県
・
小
山
田　

操

榕
城
中
目
・
河
東　

鏡
自

南
種
子
町
・
佐
伯　

圭
子

若
宮
・
椎
木　

秀
幸

鹿
児
島
市
・
下
村　

タ
ミ
子

中
西
・
新
藤　

富
美
惠

柳
原
・
中
野　

多
輝
子

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

西
町
・
濱
田　

千
代

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

中
野
・
和
田　

肇

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
こ
う
じ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
さ
ち
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　1件
うち建物　1件
［救　急］
出動件数　65件
うち急病　38件

11月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　  10 件
死 者　   0 人
負 傷 者　  10 人

12月 10日現在
（R6年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,552 3,839 7,391 4,020
上西 231 239 470 271
下西 1,074 1,002 2,076 1,204
国上 433 460 893 528
伊関 173 184 357 216
安納 165 168 333 190
現和 509 535 1,044 615
安城 138 123 261 154
立山 46 40 86 51
中割 33 29 62 45
古田 160 186 346 192
住吉 365 421 786 465

［校区別］

［人口］
全体 14,105 人（－ 4）
男性 6,879 人（＋ 2）
女性 7,226 人（－ 6）
［世帯数］
7,951 世帯（＋1）
（　）内の数字は前月比

11月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【11月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 720 55 2,090 420
葉茎菜
　　類 41 30 3,421 772

果菜類 327 179 736 368
その他 2,646 381 3,551 753
小 計 3,734 645 9,798 2,313

果
物
類

かん
きつ類 0 0 2,322 516

果瓜類 0 0 0 0
その他 86 45 320 134
小 計 86 45 2,642 650

鳥 卵・　　
加 工 品 等 0 0 516 209

花　類 1,916
本 36 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
17トン

4トン
（24％）

13トン
（76％）

取引額
390万円

73万円
（19％）

317万円
（81％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《1月の休み》
1日・2日・3日・5日・8日・12日・13日・
15日・19日・22日・26日・29日
※4日（初せり・午前中のみ開市）

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

1月 当番スタンド
5日 ㈱有馬石油店（西町）
12日 ㈱三栄石油商会（天神町）
19日 種子島石油㈱（鴨女町）

26日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

12月29日…当番店制無し（各
店舗へお問い合わせください）
12月31日…各社時短営業
1月1日・2日…休業
（市街地外店が一部で時短営業）
1月3日…各社8時～時短営業

抱え込まずに抱え込まずに
　　 　頼ってください。　　 　頼ってください。
抱え込まずに
　　 　頼ってください。
ご家族の認知症でお困りではありませんか？
少しでも心と体を休めてみましょう。
ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

認知症疾患医療センター認知症疾患医療センター
　　TEL 0997-28-3771
認知症疾患医療センター
　　TEL 0997-28-3771

（医）純青会 せいざん病院
TEL 0997-28-3331

⑲ 市政の窓2025.1 月号
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

日昇製糖工場
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TEL0997-23-4111（代）

とくし丸=篤志丸
篤志=志のあついこと。
特に、社会事業や公共の福祉
などに熱心に協力すること。
また、その心や、そのさま。

少しでも興味のある方。詳しくは

ご説明しますのでお気軽にお問い

合わせください。


